
丸亀城跡（丸亀市） 築城年代：慶長2年（1597年）、築城者：生駒親正

　これは北側の市役所がある市民広場から見た丸亀城/「本丸」の「天守」が見えている



　アップで見たところ/まさに「石垣の城」である



　　北側の土橋から「大手二の門」→「枡形」→「大手一の門（太鼓門）」→「見返り坂」→「三の丸高石垣」→「三の丸」→「搦手門跡」→「野面積み石垣」
　　　→「帯曲輪」→「搦手口」→「三の丸井戸」→「二の丸搦手」→「二の丸」→「二の丸井戸」→「本丸」→「天守」→「藩主玄関先御門」、「番所・長屋」、
　　「御駕籠部屋」と進んでみよう





　　正面の土橋を渡った所が「大手二の門」



大きな標柱が立っている



　　　　　正面が「大手二の門」/両サイドには狭間塀がある



　　右手を見たところ



　　その右手の内堀を見たところ/前方の張り出しがある所には櫓があったのだろうか



　左手の内堀を見たところ



　その右手の石垣を見たところ/打ち込み接ぎ



　　　ここは「大手二の門」の内部の「枡形」/ここの石垣は「切り込み接ぎ」/大きな石が散りばめられている/右手が「大手一の門」



　　　　これは鏡石



　　　「大手二の門」の扉





　　　　　振り返って「大手二の門」を見たところ/高麗門形式



　　　　そこで左手を見るとこれは「大手一の門」/「太鼓門」とも呼ばれる櫓門である



　振り返って見たところ/左手は「大手二の門」



　　これは「大手一の門」を潜ったところ/このレベルの平場は「山下曲輪」で、城塁をぐるりと取り巻いている/西方向に見たところ



　　　振り返って「大手一の門」を見たところ



そこで右手を見たところ/前方に説明坂が立っている/南方向に見たところ/左手に登って行った所が「見返り坂」



　　　　　　そこで上を見上げると「本丸」の「天守」が見える



　国指定史跡となっている



　　　さまざまな案内板



　　　　　　そこで振り返って見たところ/右手が「大手一の門」/北方向に見たところ



　　　正面の道を登って行くと「見返り坂」/その左手に城内観光案内所がある/右手には小さな標柱が見える



　　　標柱には「さぬき百景　丸亀城」と記されている



　ここが城内観光案内所



　そこで振り返って西方向を見たところ/前方を進むと「藩主玄関先御門」、「番所・長屋」、「御駕籠部屋」がある/最後に行ってみよう



　　　さて、ここは「見返り坂」/ここから「三の丸」方向へと進もう/この坂の途中には冠木門、登り切った所には番所があったと云う



　　　　これは右手にあった「帰厚の碑」





　　　右上には「三の丸」の石垣が見えてくる



　　　　道は前方で右手に折れている/右手は「三の丸」の石垣



　　　　　「見返り坂」を登り切って、右手に折れる所に標柱があった/この辺りに番所があったのだろうか



そこで振り返って「三の丸」の石垣を見たところ/正面に説明坂がある





　　　　その左手を見たところ/左手にも石碑と説明坂がある



　　　　　　これは「高浜虚子の句碑」



　そそり立つ「三の丸高石垣」を見上げたところ



さて、更に上に登ろう/右手は「三の丸」の石垣



　ここは「三の丸」へのまっすぐな坂虎口で、この先には城門があったのだろうか/左手は東側「三の丸」の石垣



　　少し登ると右手には「二の丸」の石垣が見えてくる/右上が「二の丸」の北側にある「番頭櫓跡（鬼門櫓跡）」



さて、ここが東側「三の丸」/南方向に見たところ



　　　　　　振り返って今登って来た所を見たところ/右手は東側「三の丸」の石垣



　その上に登ってみよう/手前に説明坂がある





　　　この周囲の石垣が修理されたようだ



　　正面は櫓跡ようだ



　　　　　　そこから北方向を見たところ/下に内堀が見える



　　　同じく西方向を見たところ/正面前方は北側「三の丸」の石垣



　　　　　同じく南方向を見たところ/前方は「二の丸」の石垣



　　　　　　これは振り返って南方向を見たところ/前方にも石垣の張り出しがあり、そこにも櫓跡のようだ



　　　　左手の石垣を見下ろしたところ



　　　前方の櫓跡と思しき所を見たところ



　　　　　そこから振り返って石垣を見下ろしたところ/石垣面に雨水排水口がある



　　　　こんな塩梅



　　これは櫓跡と思しき所から更に南方向を見たところ/前方にも石垣の張り出しがあり、そこは「月見櫓跡」



　　　　　　さて、ここは「二の丸」への坂虎口/こちらへは後程行ってみよう/左手に説明坂が立っている





　　　さて、これは東側「三の丸」を東方向に見たところで、正面前方の隅が「月見櫓跡」/巽櫓とも云うようだ



　　　ここが「月見櫓跡」/左手に標柱がある



　　　「月見櫓跡」から東方向を見たところ/正面前方は讃岐富士



　振り返って「三の丸」を西方向に見たところ/左手は「二の丸」の石垣



　　この「二の丸」の石垣の上は「辰巳櫓跡」



　　右手から見たところ



　　　その更に右手を見たところ/右手が「二の丸」への坂虎口



　　　　　これは「辰巳櫓跡」下の石垣を西方向に見たところ/左手に延寿閣別館がある/ここを前方に進むと「搦手口」がある



　　　これは「勤王碑」





　　これが延寿閣別館





　　　さて、今度は南側の土橋から「搦手」方向へと進んでみよう



　　常盤橋と云う土橋を右手から見たところ



　　　前方が「搦手」



　　　　　そこから左手を見たところ/こちらの内堀岸は石垣ではなく土塁構造である



　同じく右手を見たところ



　土橋を渡るとこのレベルの平場が「山下曲輪」/正面前方が「搦手口」への登り口/左手前に標柱が立っている



　　　　　　「搦手門跡」と記されている



　　ここから「帯曲輪」、「搦手口」、「三の丸」へと登って行く/左手の標柱に「搦手口」と記されている/この道が「搦手道」ということか



　　　　振り返って土橋方向を見たところ



これはそこから右手に「山下曲輪」を見たところ



　　　同じく左手の「山下曲輪」を見たところ



　　その右手を見ると井戸のようなものがある



　　これは遺構であろうか



　　さて、少しその先（東方向）へ「山下曲輪」を進むと左手の城塁に石垣が残っている



　　近づいて見たところ/「野面積み」の石垣



　　　左手を見たところ



　　　右手を見たところ



　　右手に進んでみる



　　　　ここが右端



　そこで上を見上げたところ/石垣が二段見える



　　　　　アップで見たところ/下の段は「帯曲輪」の石垣、上の段は「三の丸」の石垣で隅の所が既に見た「月見櫓跡」のようだ



　　　　　　これは戻って左手に進んだところ/やはりこの先で石垣は止まっている



　　　　さて、「搦手口」へと登って行こう



　　　　すると、「帯曲輪」の石垣が見えてくる/その上には「搦手口」の石垣が見える



　　　近づいて見たところ/上の段の石垣の上が「搦手口」の石垣



　　　　　そこで左手を見たところ/「帯曲輪」の石垣（下の段）が西方向に延びている



　　　　　そこで上を見上げたところ/この「帯曲輪」の石垣は「打ち込み接ぎ」/上の段は「搦手口」の石垣



　さて、「搦手道」に沿って右手に折れて進む/左右の石垣はともに「帯曲輪」の石垣で前方は「栃の木御門跡」



　　　まず、右手の石垣の下を進んでみよう



石垣の向こうに進んで振り返って見たところ/左手の石垣の上が「栃の木御門跡」/この「帯曲輪」の石垣は右手に延びていて、先程
「野面積み」の石垣の右端から見上げた「月見櫓跡」下へと続いている



「栃の木御門跡」の石垣の角を見上げたところ/美しく丁寧に積まれて
いる



　　そこで右手を見たところ/この先は「月見櫓跡」下へと延びている



　　　　さて、「栃の木御門跡」へと進もう



　　　　　　ここが「栃の木御門跡」/正面に標柱が立っている





そこで振り返って今登って来た方向を見たところ



　　これは「栃の木御門跡」の石垣の上で東方向を見たところで、正面の山が讃岐富士



　真下を見下ろしたところ



　　　　そこで西方向に「帯曲輪」の石垣の上を見たところ/前方に階段があり、右下の「栃の木御門跡」に下りるようになっている



　　同じく北方向を見たところで、この「帯曲輪」の石垣は「月見櫓跡」下へと延びていく



　　　さて、「栃の木御門跡」から「搦手道」は左手に折れ、「搦手口」へと続いていく/正面は「三の丸」の石垣



　　　　少し左手を見たところで、手前は「帯曲輪」の石垣、その向こうに見えるのが「搦手口」の石垣、右手は「三の丸」の石垣



これはそこで右手を見たところで、正面は先程「栃の木御門跡」の石垣の上で北方向に見た「月見櫓跡」下へと延びていく「帯曲輪」
の石垣/左上は「三の丸」の石垣



　　　　　これはその左上の「三の丸」の石垣を見たところ/石垣上の「三の丸」右端の所が「月見櫓跡」



　　更に「搦手口」へと進み、右手を見たところで、これが「三の丸」の石垣/この上に既に見た延寿閣別館がある



　　　これはそこで左手を見たところで、正面は「搦手口」の石垣で、手前部分の石垣の上が「玉櫓跡」/右手は「三ノ丸」の石垣



　　　　さて、この先が「搦手口」の虎口



　　　　　　そこで振り返って今登って来た方向を見たところ



その左手を見ると、左手の「三の丸」の石垣の右下に僅かながら「帯曲輪」の平場が見て取れる/「帯曲輪」のこの先は「三の丸」の
「月見櫓跡」を左手に廻り込んだ所まで延びている



　　　　さて、ここが「搦手口」/正面は「三の丸」の石垣/右手に登って行くと「三の丸」



　　　もう一度振り返って今登って来た方向を見たところ/右手の石垣の上が「玉櫓跡」



　　　　　　正面が「玉櫓跡」/ここからも讃岐富士が見える



　　　　　　別の角度から「搦手口」の「玉櫓跡」を見たところ



そこから北方向に「三の丸」への虎口を見たところ/下の段は「三の丸」の石垣で、上の段は「二の丸」の石垣/左手の更に上の段は
本丸の石垣のようだ



　　　　　　そこで左手を見たところ/正面は「三の丸」の石垣



　　　その石垣の下を見たところ/この下は狭いながらも「帯曲輪」/その前方に遺跡調査の跡が見られる



　　　アップで見たところ/これが遺跡調査の跡に見えた箇所



　　　　　これは振り返って「搦手口」の虎口方向を見たところ



　　　さて、「三の丸」へと進もう/正面は「二の丸」の石垣で張り出した所は「五番櫓跡」



　　　　振り返って「搦手口」を見たところ



　　　　　ここが「三の丸」/「二の丸」石垣の左手を見たところ



　　　同じく右手を見たところ/こちらへ進むと既に見た「三の丸」の延寿閣別館がある



　　　それでは「三の丸」を左手（西方向）に進もう/前方に一寸したマウンドが見える



これがそのマウンド/上に説明坂が立っている



　　正面は「三の丸井戸」/背後には低い石垣（ハバキ石垣あるいはサヤ石垣と云うようだ）があり、その奥に「本丸」の石垣がある





　　背後の石垣側に廻って井戸を見たところ



　これが「三の丸井戸」



　　　さて、前方は「三の丸」の南隅にある「水手櫓跡（坤櫓跡）」



　　　アップで見たところ/その周囲は遺跡調査の跡であろうか



　　さて、「三の丸」を南側から西側へと進もう



　　これはそこからハバキ石垣越しに右手の井戸方向を見たところ



　　　　　　西側の「三の丸」を進むと石垣に折れがある/この辺りも櫓跡であろうか



　　　　　そこを別の角度から見たところ



　　　　　更に「三の丸」を北方向に進む



　　　　　　右手を見ると発掘調査で出てきたと思われる石が積み上げられていた



　　　更に前方には石碑と説明坂が見える



　　これは吉井勇の歌碑





　　　さて、ここは「三の丸」の西隅にある「七間櫓跡（戌亥櫓跡）」



　　「七間櫓跡（戌亥櫓跡）」が明治2年の藩邸火災で焼け、礎石が赤く変色した跡が残っていると云う



　　そこから西方向を見たところ/この下に「藩主玄関先御門」、「番所・長屋」、「御駕籠部屋」の屋根が見える



　　　同じく北方向を見たところ/右手は「三の丸」の石垣で幾つもの折れが見て取れる/出隅は算木積みの高石垣が見て取れる



　その右手を見たところ/正面に「二の丸」の石垣、右上に「本丸」の石垣と「天守」が見える



　　そのまた右手を見たところ/正面中央は「三の丸」から「二の丸搦手」虎口を登って「二の丸」へ至るルート/右手は「本丸」の石垣



　「天守」を見上げたところ



　　「本丸」の石垣を見たところ/正面の張り出しの上は「姫櫓跡」



　　さて、北側の「三の丸」を東方向に進もう



　　　　　　正面は「二の丸」の石垣で、この上は「長崎櫓跡」/手前に説明坂がある







　ここが「二の丸搦手」虎口/この上が「二の丸」



　　　　　そこで左手を見たところ/石垣の折れが見て取れる



　　その石垣面には東側の石垣にもあった雨水排水口が見える



　　アップで見たところ



こちらの折れの張り出しには標柱が立っている



　　「三の丸跡」とある



　　そこから市役所のある北方向を見たところ



　　　　　　市民広場をアップで見たところ/この辺り一帯は武家屋敷であったようだ



　　同じく左手の「三の丸」石垣を見たところ



　　「三の丸」は東方向のこの先で右手（南方向）へ折れて下って行き、最初に「見返り坂」から登って来た所の「三の丸」へと繋がる



　　　　　　そこで振り返って西方向に「三の丸」を見たところ



　　これは北側から「天守」を見上げたところ



　　アップで見たところ



　　さて、ここが「二の丸搦手」虎口/この上の「二の丸」へ登ろう



　　登って最初に左手にある一寸した平場を見たところ/この右手の一段高い所が「二の丸」の「長崎櫓跡」



そこから北側を見下ろしたところ/下は「三の丸」



　　　　同じく右手を見ると、この上が「二の丸」の「長崎櫓跡」



　　同じく左手を見下ろしたところ/前方に「三の丸」の「七間櫓跡（戌亥櫓跡）」が見える



　　　その左手の「天守」を見上げたところ



　　　ここが「石落し」



　　　　　その下の石垣を見たところ/ここは「打ち込み接ぎ」



　　　　東側から西方向に「二の丸」の「長崎櫓跡」を見たところ



　　　「長崎櫓跡」から北方向を見たところ



　　同じく「二の丸搦手」虎口方向を見たところ



　　一寸した平場越しに西方向を見たところ



　　　　その左手の「天守」を見たところ/石垣下に門跡がある



　　　　正面が門跡



門柱の礎石が残っている



　　アップで見たところ



　　反対側にも残っている/前方は「長崎櫓跡」



これは「長崎櫓跡」から東方向に「二の丸」を見たところ/前方の隅に「番頭櫓跡（鬼門櫓跡）」が見える/右手は「本丸」の石垣で、その
上は「天守」の東側にある「塩櫓跡」のようだ



　　ここが「二の丸」を東方向に進んだ所/「二の丸」は右手の「本丸」石垣を廻り込むように右手に折れている



　　　　これはそこで振り返って「二の丸搦手」虎口を見たところ/右手が「長崎櫓跡」



　　　　　さて、いよいよ「見返り坂」を登って行った「三の丸」にあった「二の丸」への坂虎口を進んでみよう



　　　　　　両サイドは「二の丸」の石垣



　　　左手に折れて、また右手に折れる/枡形構造となっている



　　　　左手に「二の丸」の石垣が見える



　　　ここが「二の丸」



　　　振り返って枡形の坂虎口を見たところ



　標柱が立っている/右手前方は「本丸」の石垣



　　　「二の丸」から枡形虎口を見たところ



　　　　　　右手を見たところ/周囲には石垣（その上はそれぞれの櫓を結ぶ渡櫓があった）が廻っている



　　更に右手を見たところ



　　これは枡形虎口の右手の石垣を東方向に見たところ/右手の張り出しが「辰巳櫓跡」



　　　　　これは南側の渡櫓の石垣を南方向に見たところ/石垣への登り口がある



　　　　　石垣の上に登って東方向に「辰巳櫓跡」を見たところ



　　　　　その「辰巳櫓跡」から東方向の讃岐富士を見たところ/この真下は「二の丸」



　　　真下の「二の丸」を覗き込んだところ



これは「辰巳櫓跡」から北方向を見たところで、前方の下が枡形虎口



　　　　その枡形虎口を覗き込んだところ/右手に下り折れながら「二の丸」へと至る



　振り返って南方向に「辰巳櫓跡」を見たところ



　　　　　これは「辰巳櫓跡」から西方向を見たところで、前方に「五番櫓跡」が見える



　　　　　　さて、これは「二の丸」の北側にある「二の丸井戸」





　井戸を覗き込んでみよう



　　　　こんな塩梅



これは北側の渡櫓の石垣の上で東方向を見たところ/前方の隅は「番頭櫓跡（鬼門櫓跡）」



　　　その「番頭櫓跡（鬼門櫓跡）」の手前に標柱が立っていた



　　　　「二の丸隅櫓跡」と記されていた



　　　　　ここが「番頭櫓跡（鬼門櫓跡）」/東方向に見たところ



　　そこから右手を見たところ/渡櫓の石垣が東側に沿って枡形虎口方向へと延びている



　　これは「番頭櫓跡（鬼門櫓跡）」に登って北方向を見たところ



　　同じく西方向を見たところ/前方は「二の丸搦手」方向で、正面に「長崎櫓跡」が見える



同じく南方向を見たところで、前方が枡形虎口



これはそこで左手を見下ろしたところ/直下の道は北側の「三の丸」を東方向に進んで来た道/その左手の道は「見返り坂」から
「三の丸」への坂虎口



　これは「番頭櫓跡（鬼門櫓跡）」を下りて桝形虎口方向を見たところ



　その右手を見たところ/前方は「本丸」の石垣



　　その「本丸」の石垣を「二の丸」の東側から西方向に見たところ



　これはそこで振り返って「二の丸」東側の渡櫓の石垣を見たところ



さて、「本丸」へと進もう/正面が「本丸」への坂虎口で、その上に「天守」が見える/右手奥の張り出しが「塩櫓跡」



　　「本丸」への坂虎口



　　　　　　左手に折れて登る/右手の木々の背後が「天守」



　　　　振り返って坂虎口を見たところ



　そこで右手の「本丸」石垣を見たところ/前方隅の上は「宗門櫓跡」



　　いよいよ正面が「本丸」



　　　　坂虎口を登り切って南方向を見たところ/左手前方隅が先程の「宗門櫓跡」



　　　　同じく西方向を見たところ/正面前方の隅が「姫櫓跡」



　　　　　　その右手を見たところ/「天守」への入口が見える



そこから「天守」を見たところ/「天守」手前の右手が坂虎口/右手前に説明坂が立っている







これは「宗門櫓跡」から西方向を見たところで、前方隅は「多門櫓跡」



　　　　これはその左手を見たところ/下に既に見た「三の丸」の南隅にある「水手櫓跡（坤櫓跡）」が見える



　　更に左手の東方向を見ると、すぐ下に「二の丸」の南隅が見える



　　　これは「宗門櫓跡」から「天守」方向（北方向）を見たところ



　　　　　同じく「姫櫓跡」方向（西方向）に「本丸」を見たところ



　さて、これは「多門櫓跡」から「姫櫓跡」方向（北方向）を見たところ



　　　　　　同じく「天守」方向（北方向）に「本丸」を見たところ



　　　　同じく南方向を見ると、下にやはり既に見た「三の丸」の南隅にある「水手櫓跡（坤櫓跡）」が見える



　「本丸」中央から北方向に「天守」を見たところ



これは「姫櫓櫓跡」から西方向を見たところで、真下に「三の丸」の「七間櫓跡（戌亥櫓跡）」が見える/その先の下は「山下曲輪」で
右手に「藩主玄関先御門」、「番所・長屋」、「御駕籠部屋」の屋根が見え、左手には城の下の御殿跡に建つ資料館の屋根が見える



　同じく東方向に「天守」を見たところ/左奥に「二の丸搦手」を「二の丸」へ登った所にある「長崎櫓跡」が見える



　　　　これが万治3年（1660年）に完成した全国に12しか残っていない貴重な日本一小さな3層3階の現存木造天守/重要文化財



　　　　　　「天守」の中に入ってみよう



　　内部は資料館（最上階は展望台）となっており、1階にはさまざまな展示がされていた



　　　　　管打式銃（奥）と火縄銃（手前）



　生駒・山崎・京極家系図 　丸亀藩京極家歴代藩主



丸亀城郭および城下町古地図（市指定文化財） 　　アップで見たところ/享和2年（1802年）に描かれたものと云う



　　北側の石落しと狭間



2階



　　3階に登ったところ



　　中央間の天井（屋根）



丸亀城復元図（京極時代）



　昭和25年の解体修理の際に発見された木札



　　　　　階段で2階を見下ろしたところ



　　これは北方向を見たところ/正面のまっすぐな道路は「大手道」であったようだ/遠方に瀬戸内の海が見える



　　　さて、「本丸」坂虎口を城下へ下りて行こう/左手が「天守」



　これは「山下曲輪」西側にある「藩主玄関先御門（御殿表門）」/県指定文化財/右手は「番所」/この中のエリアは城の下の御殿跡



　　右手を見たところ/正面が「御駕籠部屋」/左手が「番所・長屋」



　　左手を見たところ/左前方は「あやめ池」



　　これが「あやめ池」



　　御殿内から見た「藩主玄関先御門（御殿表門）」/薬医門形式



　　　右手を見たところ/右端は「あやめ池」



　　左手を見たところ/正面が「番所・長屋」



参考ホームページ

http://www.geocities.co.jp/yogo139/sikoku/marugame.htm

http://www.marugame-castle.jp/

http://www.pcpulab.mydns.jp/main/marugamejyo.htm

https://akiou.wordpress.com/2014/01/10/%E4%B8%B8%E4%BA%80%E5%9F%8E/
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